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弥生時代プリント 名前

問1 1世紀半ば、奴国の王が中国の王朝（漢）に使者を送り、金印を授けられたという出来事について、その当時の国際関係のあり方や目的を説明し
たものとして最も適切なものはどれですか。 （2026年 山口県公立入試 類似）

1. 対等な立場での外交を求める国書
を送り、大陸の進んだ律令制度を日
本へ速やかに導入することを目的と
した

2. 仏教を日本に広めるため、優れた
経典や仏像を日本へ持ち帰る許可を
皇帝に求める使節を派遣した

3. 中国の皇帝に朝貢してその支配下
に入ることで、自身の王としての地
位を認めさせ、国内での権威を高め
ようとした

4. 朝鮮半島での軍事的な優位を確保
するため、中国の王朝と軍事同盟を
結び、援軍を派遣してもらう約束を
取り付けた

問2 弥生時代の社会状況を示す事例として、香川県にある紫雲出山遺跡のように、瀬戸内海を一望できる高い山の上に作られた「高地性集落」があ
ります。卑弥呼が邪馬台国を治めていた時期を含め、このような特殊な場所に集落が作られた理由として、当時の社会背景を説明したものを選
びなさい。 （2021年 香川県公立入試 類似）

1. 大陸から伝来した仏教を修行する
ための山岳寺院を建てる必要があっ
たため。

2. 遣隋使や遣唐使として派遣される
人々を、高い場所から見送る儀式を
行うため。

3. 白村江の戦いで敗れた後、唐や新
羅の侵攻に備えて防衛拠点としての
城を築いたため。

4. 稲作が普及する中で、土地や水を
めぐる集落間の争いが激化し、防衛
や監視に有利だったため。

問3 弥生時代に作られた高床倉庫において、建物の床を高く設計した主な理由として最も適切な説明を選びなさい。 （2022年 三重県公立入試 類似）

1. 高い位置から周囲を監視し、敵の
侵入をいち早く察知するため

2. 床下を住居スペースとして活用し
、土地を効率的に利用するため

3. 収穫した稲を湿気から守り、ネズ
ミなどの小動物による被害を防ぐた
め

4. 洪水が発生した際に、集落の人々
が避難する場所を確保するため

問4 1世紀半ば、弥生時代の日本（倭）にあった奴国の王が、中国の後漢の皇帝から金印を授けられた頃の世界の動向として正しいものはどれですか
。 （2019年 神奈川県公立入試 類似）

1. ローマ帝国が地中海周辺を統一し
、パレスチナでイエスがキリスト教
を創始した。

2. 南アジアのインダス川流域でイン
ダス文明が栄え、大きな都市が建設
された。

3. アラビア半島でムハンマドがイス
ラム教を創始し、急速に勢力を拡大
した。

4. ヨーロッパでルターが宗教改革を
始め、カトリック教会に対してプロ
テスタントが成立した

問5 弥生時代における「ムラ同士の争い」は、その後の日本の社会構造にどのような変化をもたらしましたか。当時の社会の流れとして最も適切な
説明を選びなさい。 （2024年 北海道公立入試 類似）

1. 争いを通じて周辺のムラが統合さ
れ、クニと呼ばれる強力な政治的ま
とまりが形成された

2. 争いを鎮めるために、各集落が完
全に独立したまま交流を断つ鎖国の
ような状態になった

3. すべての人が平等に食料を分配す
る仕組みが作られ、身分の差が完全
になくなった

4. 争いを避けるために人々が再び移
動生活に戻り、定住する集落が一時
的に消滅した

問6 古代の日中関係をまとめた学習レポートにおいて、5世紀のヤマト王権による外交について記述する場合、その内容として正しいものはどれです
か。 （2025年 神奈川県公立入試 類似）

1. 「倭の五王」と呼ばれる王たちが
、中国の南朝に使節を派遣し、朝鮮
半島での軍事的な指揮権や自らの地
位を認めさせようとした。

2. 奴国の王が中国の後漢へ使節を派
遣し、光武帝から「漢委奴国王」と
刻まれた金印を授かって、北九州で
の地位を確立した。

3. 邪馬台国の卑弥呼が中国の魏に使
節を派遣し、「親魏倭王」の称号と
ともに金印を授かり、国内の小国連
合の統制を強めた。

4. 小野妹子が遣隋使として中国の隋
へ派遣され、対等な立場での外交を
求める国書を提出して、新しい官制
や憲法を導入しようとした。

問7 弥生時代に大陸から稲作が伝わり、食料を蓄えることが可能になったことで生じた社会の変化について、最も適切な説明を選んでください。
（2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 政府から農民へ平等に土地が割り
当てられ、収穫した稲を税として納
める制度が整った。

2. 土地や水の利用、蓄えた食料など
をめぐって、ムラの間で争いが起こ
るようになった。

3. 表面に縄目の文様がある、厚手で
黒褐色の土器が全国的に作られるよ
うになった。

4. ナウマン象などの大型動物を狩猟
するために、人々は移動を繰り返し
ながら生活するようになった。

問8 弥生時代、稲作の普及によって余剰生産物が生まれると、富を蓄えた有力者が現れ、各地に小規模な政治集団である「国」が形成されました。
当時の倭（日本）の有力な王は、中国の王朝から自らの地位を正式に認められることで、周辺諸国に対する権威を高めようとしました。西暦57
年に、倭の「奴国」の王が中国の後漢の皇帝から授かった、その地位を証明するための品物として正しいものを選びなさい。 （2018年 神奈川県公立入試

類似）

1. 「漢委奴国王」と刻まれた金印 2. 稲荷山古墳から出土した鉄剣 3. 仏像や経典 4. 三角縁神獣鏡

問9 3世紀の中国の歴史書『魏志』倭人伝において、女王卑弥呼が統治していたとされる、当時の日本列島の呼称として適切なものはどれですか。
（2017年 長崎県公立入試 類似）

1. 倭国 2. 邪馬台国 3. 高天原 4. 日本

問10 1世紀、3世紀、5世紀の倭（日本）の勢力が行った中国への朝貢について述べた文として、正しいものはどれか。 （2016年 岐阜県公立入試 類似）

1. 5世紀、倭の五王が魏へ使いを送
り、朝鮮半島における軍事的な立場
を認めさせようとした。

2. 5世紀、奴国の王が南朝の宋へ使
いを送り、金印を授けられた。

3. 3世紀、邪馬台国の卑弥呼が後漢
へ使いを送り、「親魏倭王」の称号
を授けられた。

4. 1世紀、奴国の王が中国の後漢へ
使いを送り、皇帝から金印を授けら
れた。

問11 弥生時代に大陸から伝わり、日本の社会を大きく変化させた稲作の広がりについて述べた文として、正しいものはどれか。 （2023年 佐賀県公立入試

類似）

1. 稲作の普及により、それまで使わ
れていた打製石器がすべて消失し、
すべてが青銅器や鉄器に置き換わっ
た。

2. 稲作は九州から始まり、東北地方
まで広がったが、当時の気候や環境
の影響もあり北海道や沖縄を除く地
域に定着した。

3. 稲作は日本全土に均一に広まり、
北海道や沖縄においてもこの時期に
大規模な水田開発が行われた。

4. 稲作が伝わった直後に大王（おお
きみ）と呼ばれる強力な支配者が現
れ、全国の開墾を命令した。

問12 紀元1世紀、倭の奴国の王が大陸へ使節を送り、後漢の皇帝から授けられたとされる金印について、その事実が記述されている中国の歴史書とし
て正しいものはどれですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. 「魏志」倭人伝 2. 「宋書」倭国伝 3. 「隋書」倭国伝 4. 「後漢書」東夷伝
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

中国の皇帝に朝貢してその支配下に入ること
で、自身の王としての地位を認めさせ、国内
での権威を高めようとした

当時の日本（倭）は多くの小国に分かれて争っており、各国の王は、強大な力を持つ中国の皇
帝に貢物を捧げる「朝貢」を行いました。それに対して皇帝がその土地の支配権を認める（冊
封）ことで、王は自国内や周辺の国々に対して自分の正統性や優位性を誇示しようとしました
。1世紀の奴国の王による外交も、こうした背景によるものです。

問2 答え 4
稲作が普及する中で、土地や水をめぐる集落
間の争いが激化し、防衛や監視に有利だった
ため。

弥生時代は稲作による余剰生産物が生じたことで、富の蓄積や階級の差が生まれ、各地で土地
や水をめぐる争いが起こるようになりました。瀬戸内海沿岸の山頂付近にある紫雲出山遺跡の
ような高地性集落は、敵の動きをいち早く察知し、集落を守るための軍事的な拠点としての役
割を担っていました。中国の歴史書に記された「倭国大乱」も、こうした激しい社会状況を裏
付けています。

問3 答え 3
収穫した稲を湿気から守り、ネズミなどの小
動物による被害を防ぐため

弥生時代には本格的な稲作が始まり、収穫した米を長期間保存する必要が生じました。地面か
ら床を離すことで風通しを良くして湿気を防ぐとともに、柱に「ねずみ返し」と呼ばれる板を
取り付けることで、食料を食い荒らすネズミの侵入を防ぐ工夫がなされていました。

問4 答え 1
ローマ帝国が地中海周辺を統一し、パレスチ
ナでイエスがキリスト教を創始した。

紀元57年に奴国の王が後漢の光武帝から金印を授かった1世紀頃、西方ではローマ帝国が地中
海を囲む広大な地域を支配していました。また、同じ1世紀にはパレスチナでイエスによって
キリスト教が成立しており、日本の弥生時代の動きと世界の古代帝国の形成や宗教の成立は同
時期の出来事です。インダス文明は紀元前、イスラム教は7世紀、宗教改革は16世紀の出来事
であるため、時期が異なります。

問5 答え 1
争いを通じて周辺のムラが統合され、クニと
呼ばれる強力な政治的まとまりが形成された

土地や水をめぐる争いは、勝利した集落が敗北した集落を吸収・統合するプロセスでもありま
した。これにより、複数の「ムラ」が統合されて「クニ」へと大規模化し、その中心に王のよ
うな強力な指導者が現れることで、初期の国家形成へとつながっていきました。

問6 答え 1
「倭の五王」と呼ばれる王たちが、中国の南
朝に使節を派遣し、朝鮮半島での軍事的な指
揮権や自らの地位を認めさせようとした。

5世紀のヤマト王権（倭）では、「讃・珍・済・興・武」の5人の王（倭の五王）が、中国の南
朝に次々と使節を送りました。これは当時の中国の歴史書である『宋書』倭国伝に記されてい
ます。彼らは、朝鮮半島の百済や加羅（加耶）などに対する軍事的な指揮権や影響力を中国の
皇帝に認めてもらうことで、国際的な地位を高めようとしました。3世紀の卑弥呼は「魏」に
、1世紀の奴国王は「後漢」に使節を送っており、時期と王朝の組み合わせを正しく把握する
ことが重要です。

問7 答え 2
土地や水の利用、蓄えた食料などをめぐって
、ムラの間で争いが起こるようになった。

稲作が普及すると、生産力の向上により食料の蓄え（余剰生産物）ができるようになりました
。これにより、蓄えの多寡による貧富の差や身分の違いが生まれるとともに、稲作に不可欠な
土地や水の利権をめぐって集落（ムラ）同士の争いが発生するようになりました。こうした争
いを通じて、次第に多くのムラを統合する小国が形成されていきました。

問8 答え 1
「漢委奴国王」と刻まれた金印

稲作が広まった弥生時代には、食料の蓄えや土地を巡って「争い」が起きるようになり、集団
を統合するリーダー、つまり「王」が現れました。当時の中国の歴史書である『後漢書』東夷
伝には、倭の奴国の王が後漢の光武帝に使いを送り、金印を授かったことが記されています。
この金印は江戸時代に現在の福岡県（志賀島）で発見されており、当時の日本が中国の王朝と
外交関係を持っていたことを裏付ける重要な資料です。

問9 答え 1
倭国

中国の歴史書では、当時の日本列島やそこに住む人々を「倭」と呼び、その国々を指して「倭
国」と表現しました。卑弥呼が都を置いた具体的な場所は「邪馬台国」と記されていますが、
日本列島の勢力を総称する当時の呼び名としては「倭国」が用いられています。

問1
0

答え 4
1世紀、奴国の王が中国の後漢へ使いを送り
、皇帝から金印を授けられた。

1世紀には、九州の奴国の王が後漢の光武帝に使者を送り、「漢委奴国王」と刻まれた金印を
授かりました。3世紀に魏へ使いを送ったのは邪馬台国の卑弥呼であり、5世紀に南朝の宋へ使
いを送ったのは倭の五王です。それぞれの時代における「倭の勢力」と「中国の王朝」の組み
合わせを正確に把握する必要があります。

問1
1

答え 2
稲作は九州から始まり、東北地方まで広がっ
たが、当時の気候や環境の影響もあり北海道
や沖縄を除く地域に定着した。

大陸から伝わった本格的な稲作は、九州北部から始まり、次第に本州、四国、東北地方へと広
がっていきました。しかし、冷涼な気候の北海道や亜熱帯の沖縄にはこの段階では定着せず、
それぞれの地域で独自の文化が営まれました。大王の出現は後の古墳時代のことです。

問1
2

答え 4
「後漢書」東夷伝

紀元57年に倭の奴国の王が後漢の光武帝から金印を授かったという出来事は、中国の歴史書で
ある『後漢書』東夷伝に記されています。3世紀の邪馬台国や卑弥呼について記された『魏志
』倭人伝（『三国志』の一部）と混同しやすいため、時代背景と歴史書の対応を正確に理解し
ておく必要があります。


